
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ はじめに                         

（松本会長） 

川人先生の基調講演では，なかなか面白いお話をしてくださいました。皆

さん，新しい時代がたぶん来そうだ，という感覚はお持ちですよね。でも，

皆さんが思っているほど急に進んで，人間が，ＡＩあるいは人工知能の奴隷

になるということはないよという，安心できるようなお話を川人先生はされ

ました。しかし，いろんな研究が進んでいるということですので，市民を代

表して門川市長から，川人先生に素朴な質問を投げてもらって，講演の中身

について理解を深めていこうと思っております。 

人間の頭の中というものは，自分でも分かりませんよね。なかなか分から

ないのですけども，それを外から見ることができる技術を開発し，そしてそ

の技術をどう使っていこうかというお話だったと思います。先ほどの講演で

ある程度はお分かりになったと思いますけれど，３０分ですから，限られた

お話しか聞けなかったと思います。世界的に有名な先生ですので，この他に

もまだまだたくさんの研究をされています。 

ＡＴＲというと，京都の南の方，けいはんな（関西文化学術研究都市）に

ある，世界的にすごく有名な研究所です。けいはんなも今ではだいぶ人が増

えましたけども，まだ人が少ない頃から，ＡＴＲには外国の研究者もたくさ

んおられました。そこで川人先生を中心に素晴らしい研究をやっておられた

平成３０年度「京都市生涯学習市民フォーラム」シンポジウム 

「科学がつくる未来 と 人の心の豊かさ」 
～未来社会を京都人らしく！？生きるみちしるべ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１１月５日，約２４０の生涯学習関係団体のネットワーク「京都市生涯学習市民フォーラム」の総会が，

同志社大学寒梅館で開催されました。 

総会後に，基調講演として，川人 光男 ＡＴＲ脳情報通信総合研究所 所長に「空想未来を実現する力・科学技術 ～

人が空想できる全ての出来事は，起こり得る現実である～」と題してご講演いただき，これに続くシンポジウムでは，

松本会長と門川市長が，川人所長とともに，科学技術の進歩と豊かな人間社会をテーマに語り合いました。 

◆ 平成３０年１１月５日（月）午後３時３０分 ～ ４時３０分 同志社大学 寒梅館 ハーディーホール 

◆ パ ネ リ ス ト 松本 紘   氏 京都市生涯学習市民フォーラム会長 ※コーディネーター 

          川人 光男 氏 ＡＴＲ脳情報通信総合研究所所長 

門川 大作 京都市長 

京都市生涯学習市民フォーラム 

京都市と生涯学習に関わる諸団体の連

携・協力関係のもと，市民の持つ活力と英知

を結集し，まち全体を学びの場とする，生涯

学習のまちづくりを推進するための約 240

団体からなるネットワーク組織。1994 年

1 月20 日設立（平安建都1200年を記念

して設立）。 

こんにちは。 

生涯学習マスコットのマナビィです。 

ブンブン飛び回って， 

皆さんの学びを応援しています！ 

京都市生涯学習市民フォーラム

のシンポジウムの様子を 

リポートします♪ 
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前京都大学総長。専門は宇宙科学・宇宙電

波工学。「生存圏研究所」「ｉＰＳ細胞研究所」

の開設やグローバルリーダーを育成する大

学院「思修館」を創設。2015 年から我が

国唯一の自然科学の総合研究所である「理化

学研究所」の理事長として，世界のＲＩＫＥ

Ｎを牽引。2017 年1 月には，京都市生涯

学習振興財団理事長に就任。 

http://miyakomanabi.jp/activity/


ということをご紹介したいと思います。 

それでは，市長，今のご講演に関して，川人先生にご質問をどうぞ。 

 

（門川市長） 

昨日の晩，川人先生が書いておられるものを読んでいました。「怖い話やな

ぁ，どうなるのかなぁ世の中。もし私が，魅力的な女性を見たら，何を思っ

て，どんな行動をするかということまで読まれたら，どうしようかな・・・」

と思っていました。（笑） 

今日の話も，途中まで「うわぁえらいこっちゃな。そういう時代になるの

かぁ」と思っていたら，最後は，見事に安心した感じがしました。これって

マインドコントロールなのかな，と思いながら，聞かせてもらいました。 

目の不自由な人，耳の不自由な人，あるいは，発達障害，などなど。本当

に，厳しい課題がありますが，あまり研究がされていません。確かに，こう

した分野に，川人先生の脳の研究が役立つと良いなと感じました。この辺の

見通しなどを，もう少し聞かせていただけるとありがたいと思います。 

 

◆ 基礎研究が支える科学技術の進歩              

（川人所長） 

最近，おめでたいことに，京都大学の本庶先生がノーベル賞をおとりにな

りました。分子生物学と言いますか，免疫学の研究がガンの治療に役立つ，

基礎研究が人助けになる，ということで，日本人としても科学者としても，

すごく嬉しいお話です。 

今日少しお見せしたように，いろんな疾患の死者がピーク時に比べてかな

り減っていますが，特に，白血病などが非常に減っているのは，やはりゲノ

ム科学のおかげです。脳梗塞ですと，つい最近まで，脳梗塞を起こしてから

３時間以内，あるいは４時間以内にですかね，薬を飲まないと基本的に治ら

ないと言われていたことが，もものあたりからステントを入れて，脳の血管

の中にある梗塞の場所を広げるという，全く新しい治療法が出てきました。

そういう意味で，学問が医学の進歩を支える，それによって，今まで治らな

かった病気が治るようになるということが，非常にたくさんあるのだと思い

ます。 

けれども残念ながら，神経科学，脳科学は，これまであまりいい例を持っ

ておりませんでした。脳の病気といいますと，もちろんアルツハイマー病を

含めて認知症，それから精神疾患，発達障害，パーキンソン病とたくさんあ

ります。社会への負荷が一番大きい病気であるにもかかわらず，神経科学は

なかなか世の中に直接役に立っていなくて，私たち，神経科学者として，非

常に肩身が狭かったのです。けれども，それがこの１５年くらいで，ブレイ

ン・マシン・インターフェイスですとか，あるいは精神疾患，発達障害の診

断，治療に光が見えてきました。ようやく他の，ゲノム科学とか，免疫学と

か，分子生物学の方たちに引け目を感じることなく，世の中に役に立ちます

よ，ということを申し上げることができる時代になってきたかなと思ってお

ります。そういう意味では，私は，すごく良い時代に研究することができて，

川人
かわと

 光男
みつお

 氏 プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1976 年東大理学部卒業。1981年阪大

大学院博士課程修了（工学博士）。2003年

より ATR 脳情報研究所所長，2004 年

ATRフェロー。2010年よりATR脳情報

通信総合研究所所長。専門は計算論的神経科

学。2016 年より理化学研究所革新知能統

合研究センター特任顧問，2018 年より特

別顧問を兼任。2013年紫綬褒章受章。 

株式会社国際電気通信基礎技術研究所 

（ＡＴＲ：Advanced Telecommunicat

ions Research Institute International） 

電気通信分野における基礎的，独創的な研

究を推進する一大拠点として内外に開かれ

た研究所。産官学の幅広い支援を得て，

1986 年にけいはんな学研都市に株式会社

として設立。1989 年に学研都市最初の研

究所として開設。21世紀の高度情報社会を

人間性あふれる真に豊かな生活の場とする

ため，国内外の大学や企業等と緊密な連携を

図りながら社会に貢献する研究を幅広く行

い，世界トップレベルの研究成果をあげ続け

ている。 

ゲノム科学 

生物の遺伝子や遺伝情報について研究す

る学問分野 

ブレイン・マシン・インターフェイス 

脳と機械を接続する仕組み，技術。筋肉が

動かない方の脳波を読み取り，頭でイメージ

したようにロボットを動かす装置や，逆に外

部の音を電気刺激に変換し，聴覚を失った方

の脳に伝える装置などがある。 

ステント 

血管など体内の管状の部分を内側から広

げるために使う医療器具 

https://www.atr.jp/
https://www.atr.jp/
https://www.atr.jp/


幸せだなと思っております。 

 

（門川市長） 

これは別の分野かもしれませんけども，確かに，てんかんの治療なども，

先進的になっていますね。これからの高齢化社会では，認知症というものが

最大の課題です。皆さん，納得しておられる感

じですね。この辺の研究状況について，もう少

し突っ込んでお話を聞かせてもらえませんか。 

 

（川人所長） 

脳科学が他の生物学の分野と比べて非常に難

しいのは，私たちの頭の中には，５００億個と

いう神経細胞，ニューロンがありまして，だい

たい１個のニューロンが他の１０００個のニュ

ーロンから入力を受けて，複雑なネットワーク

を作っていることです。人工的な通信ネットワ

ークも複雑でしょうけれども，人間の脳はそれ

に負けず劣らず，複雑なネットワークを作っています。そこで，また難しい

言葉を使って申し訳ないのですけど，非線形の現象が起きて，私たち，喜ん

だり，悲しんだり，体を動かしたりしているわけです。このように，脳をシ

ステムとして見るという概念は，今までの生物学だけではない概念で，工学

とか，計算論とか，あるいは物理学というものが非常に重要な役割を果たし

ます。 

認知症についても，ほんの１０年前までは，ベータアミロイド仮説，タウ

タンパク質仮説というのが，みんなが信じていた仮説です。まず，脳の中に

ベータアミロイドが溜まると，タウタンパク質が溜まる。溜まることによっ

て，アルツハイマー病が起きる，認知症が起きるというように考えられてい

たわけですね。 

じゃあ，溜まるのを止めればいいじゃないか，ということで，世界中の製

薬会社がすごく巨額の投資をして，治験をずっとしてきたのですけども，全

て失敗しているのです。これについては，いや，溜まる前から薬を飲まなけ

ればいけない，という考え方があります。これはひどい話で，つまり，例え

ば，発病するのが６５歳だとして，その３０年前の３５歳から溜り始めてい

るから，その前から薬を飲まないとこういう病気は予防できないですね，と

いうわけです。そういうのを先制治療というのですけれども，本気でそうい

うことをおっしゃっている先生がいて，ある意味，薬屋さんにとってはいい

話です。ずっと薬が売れますから。 

しかし，それとは違う考え方もあります。実は，タウタンパク質やベータ

アミロイドの蓄積は，一人一人の方に関して精密に測れるようになってきて

います。それも，非侵襲の方法で。そうすると，すごく溜まっているのに全

然認知症になっていない人もいて，ちょっとしか溜まっていないのに認知症

になっている方もいるのですよ。 

認知症高齢者数の推計（次図） 

65 歳以上の認知症高齢者数と有病率の

将来推計についてみると，平成24（2012）

年は認知症高齢者数が462 万人と，65歳

以上の高齢者の約 7 人に 1 人（有病率

15.0％）であったが，37（2025）年には

約5人に1 人になるとの推計もある。 

＜内閣府高齢社会白書（29年版）＞ 

非線形の現象 

非線形とは２つの事象の変化に比例関係

が成立しないこと。相関関係が非常に複雑

な現象の意味 

非侵襲の方法 

体内に検査器具を挿入するなど生体を傷

つけるようなことをしない方法の意味 

http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/index-w.html


どうもそういう物質が，溜まる，溜まらない，という問題ではなくて，先

ほど申し上げた，システムとしての脳が，違う働きをしているために，認知

症になるんじゃないかということを，もう既にタウタンパク質の専門家が言

い出すようになってきているわけです。そうすると，これまでと全然違った

治療法あるいは診断法を考えなきゃいけないということになりますから，私

なんかは，計算論とか工学のバックグラウンドがありますので，自分たちが

活躍できる余地があるんじゃないかと，すごくドキドキしています。 

 

（松本会長） 

アルツハイマー病とか，あるいはパーキンソン病とかで，大変困っている

方がたくさんおられるのですけども，それに対するチャレンジをしていただ

いているというのは大変嬉しいことだと思います。神経科学というのは，ま

だ本当に端緒についたばかり，と言うと神経内科の先生に怒られますけども，

医療という点だけではなくて，いわゆる科学的なメス，脳がどう動いている

かを科学的に解明していくことと関係しますので，それにチャレンジしてお

られると私は認識しております。 

私の息子も神経内科なのです。また怒られるかもしれませんが，鼻と手を

触って診る，といった簡単なことをやるのですね。その際のちょっとした患

者の反応を医者が見抜いて，これは具合悪いですよ，と言っているのですけ

ど，これをもう少し実験科学的に言うと，川人先生がやっておられるように，

いろんな刺激を与えてみてどんなレスポンスが脳から返ってくるかという，

科学的なステップをやっておられるというわけです。 

さて，ご講演の冒頭で，人間というのは，頑張ったら物事が実現できるん

だ，だから夢を見ないといけない，という話をされました。夢の話でいいま

すと，門川市長，京都市の未来について，夢を語ってみてください。 

 

（門川市長） 

脳科学で，京都市民の健康寿命が延びて，そして生き生きとみんなが元気

でやさしくなる，幸せ感を増すようなことをしてほしいですね。 

 

（松本会長） 

全部そうなったら市長がいらなくなったりして，困るじゃないですか。（笑） 

夢といえば，先ほどヴェルヌの話をされましたが，月へ人間を送ろうとい

うお話があります。あのような，大砲に人間を詰めて撃ったら月までいくで

しょ，というお話は，ちょっと科学が分かっている人になかなか書けないで

すよね。そんなことされたら，まず死ぬと普通の人は思いますけど，そうい

うお話を書いたりしています。しかし，月へいずれ人間が行くだろうという

ことを予見していて，実際，アポロ計画で行きました。そんなふうに夢を語

るということは重要ですし，川人先生も，おそらく研究を始められたころは

夢を追っておられたと思うのです。 

脳というのは非常に複雑です。神経回路が本当に複雑に関与しているので

すけれども，多くの科学者は，ネズミで実験を始めたのです。ネズミという

ヴェルヌ 

ジュール・ガブリエル・ヴェルヌ（Jules 

Gabriel Verne，1828.2.8 – 1905.3.24）

は，フランスの小説家。ハーバート・ジョー

ジ・ウェルズとともに SF の父とも呼ばれ

る。代表作に「月世界旅行」「海底二万里」

「八十日間世界一周」などがあり，科学技術

の進歩に対する数々の予見を残している。

「人間が想像できることは，人間が必ず実現

できる」は，ヴェルヌの名言として知られる。 



のは，家にいる大きなドブネズミじゃなくて，ちっちゃいマウスです。あれ

に特殊な操作をすると，アルツハイマーのネズミができる，あるいはパーキ

ンソンのネズミができるのですね。そのネズミに対して，どういうアクショ

ンをとれば治るか，ということを多くの研究者がやっています。人間という

のはやはり尊厳があって，切った張ったは簡単にできない。ネズミのように

実験材料にはできないということがありますよね。そこで，あまり人間の脳

を触らずに，外から，例えば光とか，電磁気，電磁波とか，いろんなことを

使って，人間が影響を受けない研究方法を開発されました。その辺りの苦労

話を聞かせていただけますか。 

 

◆ ヒトを研究することの難しさ                

（川人所長） 

松本先生にご紹介いただいたように，神経科学，脳科学はこの２０年くら

いは，本当にネズミ中心ですごく進歩しているのです。今週末，京都賞の授

賞式がありますけれども，私は，今年は，京都賞（先端技術部門）の審査委

員長もさせていただいており，嬉しいことに，脳科学の分野から受賞者が出

ました。カール・ダイセロスさんというアメリカの方で，４６歳という，京

都賞の受賞者として一番若い方です。この方，もともと精神科医なのですけ

ど，従来の手法では，なかなか，脳の仕組みは分からないということで，神

経科学の研究にどっぷり浸かっています。 

植物か動物か分からないような，非常に不思議な，すごく原始的な単細胞

生物にある，チャンネルロドプシンという，光を受けると性質が変わって細

胞の中を興奮させるものがあり，逆に抑制させるようなものもあります。そ

ういうものを神経科学の道具に使いまして，ネズミの特定の場所の特定の種

類の神経細胞を興奮したり抑制したりして，脳の中のネットワークを実験的

に制御することで，先ほど松本先生がおっしゃっていただいたような，いろ

んな病気がどんな影響を与えるかを調べ，脳の仕組みを明らかにしようとい

うことでして，すごい勢いで，ネズミの脳研究というのは進んでいるのです。 

ところが残念なことに，例えば自閉症モデルマウスとか，あるいは，統合

失調症マウスとかそういうのは（会場笑い），いやいや，お笑いになりますけ

ど，研究者は真剣にやっているのですよ。ただ，お笑いになったように，ネ

ズミに「あなたは今どんなふうに感じているのですか，気分が抑うつ的です

か」と聞くわけにはいきません。測れるような方法で，自閉症マウスとか，

抑うつマウスとか，統合失調症マウスを作らざるを得ないので，そういう意

味で，本当にそのネズミの研究が人間にまで浸透するか，ということが保証

されていないのですね。 

そういった，非ヒト動物研究とヒト研究の間にある絶壁が，神経科学が実

際に患者さんや私たちを助ける役になかなかなっていない，という理由なの

かもしれないと多くの人が思っています。ですから，ネズミではすごく研究

が進むようになりましたけども，ヒトで研究を進めるには，やっぱり脳の回

路をある程度，実験的に操作して，というと怒られるかもしれませんけれど

も，操作した結果，何がどう良くなるのか，あるいは何が原因なのかという

京都賞 

京都賞は，（公財）稲盛財団（理事長 稲盛

和夫氏）によって昭和59年に創設された，

科学や文明の発展，また人類の精神的な深

化・高揚に著しく貢献した方々を讃え贈られ

る国際賞。毎年，先端技術部門，基礎科学部

門，思想・芸術部門の各部門に 1 賞，計 3

賞が贈られる。 

https://www.kyotoprize.org/


ことを調べていかなければいけないのです。そういう意味で，ヒトの研究は

ネズミの研究に比べて非常に難しいのです。けれども，やっぱり誰かがやら

なければいけないので，どのように研究を進めるかという方法論から開発し

ようとしているということです。 

 

（松本会長） 

非常にチャレンジングな研究をしておられると思います。私は，理化学研

究所という所に所属しているのですが，これは神戸だけにあるのではなく，

全国に研究所があります。埼玉県の和光市という，東京都に隣接している街

に，脳神経科学研究センターがあり，そこにもたくさんの研究者がおられま

す。皆さんご存知の名前では，利根川進さんという，ノーベル賞を受賞され

た，ＭＩＴ（マサチューセッツ工科大学）の教授をされている方が来て，以

前センター長をされていました。やはりネズミを使って，人間の記憶がどう

なるかということをいろいろ研究しておられて，かなりの成果を上げられた

と思っています。 

今，川人先生がおっしゃったように，ネズミに「あんた気持ちいいか」と

聞いても分からないですよね。それが，利根川先生は「こいつ気持ち悪がっ

とる」とかいろいろ言われるんですよ。何なのかなと思って聞いてみました

ら「エサの所に行ってパクパクと食うとる。これは気分がいい証拠や」とこ

う言われるんですね。そんなもので人間が憶測できるのかな，と私は思って

いましたけども。いずれにしても，記憶に関してはかなり研究が進んでいま

すが，全体にはまだまだ分からないことが多いということです。 

理研では，ネズミのほかにも，魚とかいろんな動物を使って脳科学をやっ

ているのですけども，川人先生が大きな絶壁があると言われたように，人間

の科学にしようとすると，とても難しい社会問題，倫理問題があります。私

も理研に着任してから，動物でいろいろやっておられるのを面白いなと思っ

て見ていましたけど，そこから先をどう進めていくのかと聞きました。理研

は大学と違って，いろんな学部の人がわっと集まってきます。大学は学部単

位でバラバラですので，なかなか議論が進まないのですが，理研では，生物

学者，もちろん脳科学，それから物理，化学，環境，エネルギーとか，いろ

んな研究分野の人がいるのですけども，一緒になって，どうするべきかとい

う議論をして，２日後に結論を出し，なかなかチャレンジングなんですけれ

ど，ヒトの科学，ヒトの脳の研究をやりましょうということになりました。 

理研でそういうことを決定するずっと以前から，川人先生は脳の研究をさ

れています。ついでに言いますと，いや言ってもいいかなぁ，川人先生は，

東大から来てちょうだいと言われても，いやです，とおっしゃる。京大に来

てちょうだい，いやです，理研に来てちょうだい、いやです，と。何故かと

言いますと，ＡＴＲは会社なのですね。大きな規制を受けずに，自由な研究

ができるというところに魅力がある，とおっしゃっていた気がするのですが，

そうでしたっけ。 

 

（川人所長） 

国立研究開発法人理化学研究所 

物理学，化学，工学，生物学，医科学など

基礎研究から応用研究まで行う，国内唯一の

自然科学系総合研究所。1917 年に財団法

人として創設され，2017 年3 月に創立百

周年を迎えた。ノーベル物理学賞を受賞した

朝永振一郎，湯川秀樹など，日本の科学技術

の発展に貢献する優れた人材と研究成果を

生み出している。国際的にも高い知名度と研

究業績により，"RIKEN"の名称で知られる。 

画像提供：理化学研究所 

http://www.riken.jp/


私は，けいはんな学研都市にもう２０年間住んでいまして，ＡＴＲに勤め

始めてからは３０年間たっています。最初にＡＴＲがけいはんな学研都市に

出来た時には，道路が舗装されていなかったのですね。皆さん，長靴を履い

て泥んこになりながら，ＡＴＲの開発を見学に来られました。天皇陛下，皇

后陛下が来られる直前に，完璧な道路が出来上がりましたが，今はもう様変

わりして，本当に皆さんびっくりすると思いますけど，サントリーさんとか，

日本電産さんとか，たくさんの研究所や企業があって，活気あふれる街にな

っています。 

私は，非常にいい思いをさせてもらいましたし，研究開発のうえで恩義も

感じます。別にその，東大，京大，理研がいやだというわけでなく，けいは

んながもっと元気になってほしい。とにかく，けいはんなとＡＴＲが，より

上手くいきますように，最後まで貢献したいと思っています。（会場拍手） 

 

（松本会長） 

ありがとうございます。門川市長，科学がどんどん進んで，予想できない

ようなことが起こると怖いな，というのが一般的な市民の感情だと思うので

す。未来社会では，車を運転しなくてもオートドライブ化され，家庭の仕事

の大部分をＡＩがやってくれるようになる。例えば，掃除ロボットというの

があります。あれは便利だなと思っていたのですけど，しばらくすると家内

が「あれは拭いてくれない，雑巾がけしてくれるロボットないか」と言って

いたのですが，もう出ましたよね。だから，どんどんどんどん便利になって

いくのです。でも，その暁には何が起こるのか，ということがやっぱり心配

です。川人先生は倫理委員会を作って，こんなことやったら変なことになら

ないか，ということを事前に議論しているというお話をされていましたが，

市長の目から見るとどう思いますか。 

 

◆ 科学の発展とヒトの社会                  

（門川市長） 

松本先生がいつもおっしゃるのが，科学は文化である，ということです。

理系と文系を分けるような日本の考え方があるのですが，まさに，科学は文

化です。もちろん戦争とか，いろんなことがありますけれども，科学の進歩

は，人間を幸せにしてきたと思います。川人先生も，人間愛に満ちた路線に

沿って，人間のための科学を追求し続けておられるわけです。ますます頑張

っていただきたいと思います。このような方が京都にいて，京都にこだわっ

て研究を続けていただいているのは，大変ありがたいことだと思います。 

先ほど，夢と言われて，ちょっと躊躇したのですけれども，日本の最大の

課題は，若い人が結婚されない，子どもが少ないことです。この課題さえ解

決出来たら，財政再建や，外国からの労働者の受け入れの議論などもクリア

できると思いますが，若い人が結婚したい，そして，子どもをたくさん生ん

で育てたいと思えるようにしていくことについて，脳科学の分野から，何か

良い方法はないでしょうか。 

けいはんな学研都市 

正式名称は，「関西文化学術研究都市」。

1987 年に施行された関西文化学術研究

都市建設促進法に基づき，京都，大阪，奈

良の3府県にまたがる丘陵に建設された都

市。東の「つくば研究学園都市」とともに

国家的プロジェクトに位置付けられ，近畿

圏において培われた豊かな文化・学術・研

究の蓄積を活かし，産・官・学の連携の強

化と，文化・学術・研究の国際的・学際的・

業際的な交流を推進する拠点として整備。

約 15,000ha の面積に，12 の文化学術研

究地区を分散配置。140 を超える研究施

設，大学施設，文化施設などが立地し，文

化，学術研究等の分野で顕著な成果をあげ

ている。ATRは，けいはんな学研都市の第

1 号入居者。 

 

 

 

総人口と人口構造の推移（次図） 

我が国の総人口は，2017（平成29）年

で1億2,671万人。2053 年には1億人

を割る見込み。 

・年少人口（0～14歳） 

1,559万人（12.3％） 

・生産年齢人口（15～64歳） 

7,596万人（60.0％） 

・高齢者人口（65歳以上） 

3,515万人（27.7％） 

＜内閣府少子化社会対策白書（30年版）＞ 

http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/index.html


 

（川人所長） 

なかなか怖い話になってきましたね。（笑） 

認知症で記憶力が衰えたり，認知症ではな

くても，統合失調症でも作業記憶が衰えたり

します。私たちは電話番号を暗唱して，覚え

ておくことができますよね，そういうのを作

業記憶というのですけれど，実は，そういっ

た記憶能力を，悪くなったものを回復すると

か，あるいは，年とともにどんどん下がって

いくのを維持する，という研究も行っていま

して，ある程度の成果が出始めています。そ

れから，少しうつの傾向のある方について，

ニューロフィードバックという方法で，うつ

の傾向を少し戻してあげるといったような

ことも出来始めています。 

そうしますと，世の中に漠然とした不安感があって将来どうなるか分から

ないから，なかなか結婚に踏み切れないような方たちが，私たちのニューロ

フィードバック装置を使うと，とても明るく前向きの気持ちになって結婚し

てくれるかもしれません。うちにも娘が二人いて，上の娘がようやく結婚し

たのですけれども，下の娘がどうなるのか分からないということがあります。

結婚のことを娘に言うと，すごく怒られるのですけども。それは私も孫がで

きたらいいなと思っていますので，積極的に結婚してもらえる世の中になっ

てくれると嬉しいですね。 

世の中のほとんどのことは結局，心の問題ですよね。特に，物質的な問題

の多くが解決されてきていますから。気持ちが晴れないとか，積極的になれ

ないとかで，みなさん閉じこもってしまったり保守的になってしまって，お

金も使わなくて，経済もどんどん縮小するというようなこともあると思いま

すので，そういうことも考えていかなければいけないとは思います。 

しかし，患者さんを治すというのは，世間的に許されると思うのですけれ

ども，一般の方の心をどちらかの方向に動かすというのは，これはまだ社会

的には問題ですから，どんな社会的合意ができるのか，できないのか，とい

う意味で，怖い話だなと思いました。 

 

（松本会長） 

確かに，社会的合意が得られるかという課題があるでしょうね。もっとも，

結婚したらハッピーかというと，そうではないケースもありますけどね。け

れども，子どもが増えるということは社会にとって必要なことですので，今

おっしゃったようなことやいろんな議論が，現時点ではなくても，たぶん将

来的には出てくるように思いますね。 

そもそも人間はどうやって発生したのかという問題は，誰もが不思議に思

っていると思います。宗教や昔の伝説，メソポタミア文明とか，エジプト文



明とか，あるいは，キリスト教の前の原始キリスト教世界などでは，人間は

神様が作ったとされています。本当かどうか分かりませんが，そう書いてあ

ります。私も，中学生や高校生の頃は，教会に行ったら，アダムの肋骨を取

り出してイブを作ったという話をされるのを聞いて，なんと非科学的な話か

と思っていましたけれども，最近ではそうとも言っていられませんよね。皮

膚細胞から心臓を作るとか，部品が次々にできていきます。現在，各所で行

われていますけれども，腎臓でも，ちっちゃい腎臓作ったとか，そんなふう

に進んでいるのです。１００年くらいたつと，たぶん，もっといろんな臓器

を人間が作れるようになります。 

その世界は，恐ろしい世界かもしれませんが，全部部品を取り換えていっ

たら長生きしますよね。１００歳どころか２００歳になるかもしれない。最

後に，頭をどうするかということになりますよね。頭はボケているのに，こ

のまま長生きするのかなんなぁ，と思ったら，ちゃんとコンピュータ化され

ているのがある。脳の情報を全部吸い上げて，どこかにアップロードしてし

まう。「川人光男」という脳の情報をポーンと取り出して，向こうにとってあ

る。川人先生が倒れても，向こうにある脳の内容をスポンと戻せば良い。例

えば，私の所に入れたら，私が川人先生になるというわけですね。 

そういう世界があるかもしれないということを，常に考えておかなければ

いけないですし，それなら，どんな未来社会になってほしいのか，というこ

とを考えていくためには，やっぱり市民の声が重要なのです。

皆さんそれぞれ，病気などでお困りのことがあると思います。

私も，日常的には物忘れが激しくて，家内と罵り合っています

ね。「メガネあらへん，メガネあらへん」と家内が言うのですね。

「あそこに置いてあるで，何してんの」と私が言ったら，しば

らくして，今度は僕のメガネがない。家内に聞いたら，「さっき

お父さん，私のことアホって言うたやろ」って。そういうこと

が起こっていまして，日常的にはちょっと困りますよね。そう

いう身近な問題からクリアして，どんな未来社会になってほし

いのかという夢に向けて，少しずつ研究を進めて欲しいなと思

っています。 

 

（門川市長） 

先ほどの川人先生の講演で，人工知能は，囲碁では素晴らしいけれど，ロ

ボットを歩かせるのは難しいというお話がありました。それを聞いて，私が

教育長をしていたときに，京都市の青少年科学センターが，科学の教育です

ごく頑張っているとの評価をいただいて，ホンダから，当時何億円という非

常に高価なアシモを，何年間か貸していただきましたが，そのときに，科学

センターの先生が，ボクモという木で作ったロボットの教材を作られたこと

を思い出しました。 

その先生は，ボクモを使って子どもたちに，アシモが２本の脚でバランス

を取って歩行できることのすごさを教える一方で，いくら最先端の科学技術

をもってしても，上手に歩くことは難しい，自然と歩くことができる人間の

“人工知能は，囲碁では素晴らしいけ

れど，ロボットを歩かせるのは難しい” 

人間は少数のサンプルから学習すること

ができるのに対して，現在の技術では，人

工知能に学習させるために，数千万や数億

といった非常に多くのサンプルを用意する

必要がある。囲碁の学習では，データベー

スや対局シミュレーションなど多くの学習

サンプルを用意することが可能であるた

め，人間を凌駕するほどの強さにすること

ができるが，歩き方を学習するまで何度も

ロボットを転倒させることは物理的に無理

があるため，人間のように歩かせることが

難しい。 



脚というものが，ものすごく価値の高いものであることを，教えておられま

した。だから，脚を大事に，もちろんそれを動かす脳も大事にしなさいよ，

ということでした。科学技術の進歩はすごいけれども，人間の能力というの

はそれを何倍も何倍も超えたものである，ということを教えていただいたの

だと思います。 

ロボットはどんどん発達するけれども，アイコンタクトが取れない人が増

えてきているとか，心がなかなか通じ合えないとか，そういうことが増えて

います。従って，もちろん，脳科学の進歩のことは先生方にどんどん進めて

いくようにお願いしたいのですけれども，同時に，この生涯学習市民フォー

ラムもそうだと思いますが，生涯学習によって，心がもっともっと明るくな

って，お互いにつながり，私たち自身の能力を開発していく，創造力とか，

人間力をどんどん深めていくことが大切である，今日の脳科学のお話は，そ

んなことを教えていただいたと思いますし，そういう意味でも，素晴らしい

講演だなと思います。 

 

◆ 未来の技術と社会を考える                 

（松本会長） 

非常にうまくまとめていただいたので，ここで終わりというのもあるので

すけれども，もうちょっとお話を伺いたいなと思います。 

未来のことを考えるというのは，困った時に考えますよね。震災がおこっ

て生活をどうしようかとか，１０年先，場合によっては３０年先を考えます

し，孫や子どものことも考えたりします。一方で，困った時代ではない時代。

現代も困っている方も当然おられますけども，全体を見渡したら，昔に比べ

ると，結構いい環境になりました。お腹が空いて，サツマイモ１個しか食べ

られないという時代ではないですよね。私たちが子どもの頃は，そういう時

代だったように思います。「お腹空いて，かなんかったんやで」と小さい子に

言ったら，小さい子がどう言ったかというと「そんなに腹減ったんなら，お

じいちゃん，なんでコンビニ行かへんかったん」と言うのですよ。そんなも

のはあるはずがないのですけども。そういう時代が昔はありました。 

じゃあ，１００年後の日本，１００年後の京都はどうなっていますか，と

聞くと，若い子からは答えは返ってこないですね。京大生にも聞きましたけ

ども，ほんまにこの人ちゃんと考えてるんかいな，と思うような答えしか返

ってきませんでした。それに対して，大正時代とか明治の頃というのは，み

んなもう必死で，日本が侵略されないように考えていたように思います。 

驚いたのは，皆さんの多くの方がスマホをお持ちだと思いますけど，大正

時代の人はこれを予測しているのですよ，無線電話が必ず普及するようにな

ると。もっと驚いたのは，クレジットカードが使えるようになると書いてあ

るのです。彼らはお金しか持っていませんから，買い物に行ってお金を支払

って，大根とかにんじんを買い物かごに入れて持って帰ってくるのですが，

１００年経ったらお金はいらないと予測しています。荷物は，今でしたら宅

配便で届きますけれども，大正時代の人は，土管が各家庭の下にネットワー

クされていて，土管を通してポンと届くようになると予測しています。 

二十世紀の予言 

明治34 年（1901年）1 月2，3 日の

両日にわたり，「報知新聞」に23 項目に及

ぶ「二十世紀の予言」が掲載されたが，かな

りのものが現実となっており，驚きとともに

感銘深い。（以下，一部） 

「写真電話」 

電話口には対話者の肖像現出するの装置

あるべし 

「七日間世界一周」 

十九世紀の末年に於て少なくとも八十日

間を要したりし世界一周は二十世紀末には

七日を要すれば足ることなるべくまた世界

文明国の人民は男女を問はず必ず一回以上

世界漫遊をなすに至らむ 

「寒暑知らず」 

新器械発明せられ暑寒を調和する為に適

宜の空気を送り出すことを得べし阿弗利加

の進歩も此為なるべし 

「買い物便法」 

写真電話によりて遠距離にある品物を鑑

定し且つ売買の契約を整へ其品物は地中鉄

管の装置によりて瞬時に落手することを得

ん 

「暴風を防ぐ」 

気象上の観測術進歩して天災来らんとす

ることは1 ヶ月以前に預測するを得べく天

災中の最も恐るべき暴風起こらんとすれば

大砲を空中に放ちて変じて雨となすを得べ

しされば二十世紀の後半期に至りては難船

海嘯等の変無かるべしまた地震の動揺は免

れざるも家屋道路の建築は能く其害を免る

るに適富なるべし 

「人と獣の会話自在」 

獣語の研究進歩して小学校に獣語科あり

人と犬猫猿とは自由に対話することを得る

に至り従って下女下男の地位は多く犬によ

りて占められ犬が人の使いに歩く世となる

べし 
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素晴らしい発想力ですよね。だから，彼らと我々現代人との差はそんなに

ないと思いますけど，時代が豊かになると，考えなくなるということがある

のだと思います。今，川人先生がお話されましたように，脳の病気，精神疾

患といったものが，家庭でもかなり困ったことになっている時代になりまし

た。なにしろ長寿社会になりましたからね。だから，そういう時代にこそ，

また次の夢がでてくると思うのですね。川人先生，１００年後の神経科学，

脳科学はどうなっているでしょう。 

 

（川人所長） 

２年前に，伊勢志摩サミットがありましたが，その時に，サミットに合わ

せてＧ７の科学版，Ｇサイエンス学術会議というものもありました。その中

で，３つの重要な科学分野が選ばれましたが，その中に脳科学が入っていま

した。そういうこともあって，インターナショナル・ブレイン・イニシアチ

ブという，世界中の国が集まって，脳科学をどんどん進めていきましょう，

という話が進んでいます。そこでも，認知症を解決するとか，教育の問題に

も，脳科学が貢献できるようにしていこうとしています。しかし，もう一つ

重要なこととして，ちょっと一般の方にはピンとこないかもしれないですけ

れども，データをシェアするということが，すごく強調されているのです。 

今の人工知能でのグーグルの大成功は，そもそも，画像関係の工学の研究

者が，イメージネットというデータベースで画像データのシェアリングのシ

ステムを作って，数千万の画像を，研究者でも誰でも使えるようにしたこと

がベースになっています。それによって，今のディープニューラルネットワ

ークというものは大成功を収めているのですけども，今までは，自分の研究

室でデータ取ったらそれは自分のものだ，あるいは，自分の患者さんのデー

タはここの病院でしか使わない，といったことで，すごく狭い世界でしか研

究が進んでいなかったのです。それだと，論文の再現性がなかなか出てこな

いとか，結局真実にたどり着かないとか，協力による研究が出てこないとい

うことになるのです。少なくとも，国民の税金で採ったようなデータは，み

んなでシェアをする，今，世の中はそういうふうに変わりつつあります。 

そうすると，１００年後には全ての研究室のデータが瞬時に共有されて，

それを賢い人たちが一斉に調べて，今からでは，絶対に出来ないと思ってい

ることや，予想もできないようなことができるようになっているかもしれま

せん。例えば，人間の全ての脳細胞の完璧なシミュレーションができて，そ

の方が生まれてから死ぬまで，どんな心の変遷をたどるかということを，あ

る程度予測するとか，そういう時代になっているかもしれません。 

それが本当に幸せにつながるのかどうかというと，哲学的，あるいは宗教

的な，すごく深い，深い問題だと思いますけども。それぐらい，研究は進ん

で欲しいし，進むべく努力したいと思っています。 

 

（松本会長） 

ありがとうございました。市長から，最後に一言。 

 

G８/G７サミットに向けた各国学術会

議の共同声明（G サイエンス学術会議

共同声明） 

日本学術会議は，サミットの開催に合せて

各国アカデミーとの共同声明を発表してい

る。平成 28 年 5 月に伊勢志摩で開催され

たG７サミットに際しては，G7を含む13

箇国及びアフリカ地域のアカデミーと共同

で，「脳の理解，疾病からの保護，国際的な

脳関連リソースの開発」「持続可能な発展を

支える災害レジリエンスの強化」及び「未来

の科学者の育成」について，参加国の政府首

脳に対する提言を G サイエンス学術会議共

同声明として取りまとめた。 



（門川市長） 

今おっしゃったことで思いました。京都市民の方が，あっちのお医者さん

に行き，また，こっちの病院に行ってということになると，いったいどれだ

けの薬を飲んでいるのかというデータも，今は出ません。今まさに，法律も

改正されて，関西広域連合と京都大学が先頭に立って，過去の病歴がどうだ

ったのかを含めて，その人の治療歴と成育歴のデータを集積して，そして，

今後の予想もしていくということがなされようとしているわけです。そうい

う意味では，１００年後は，川人先生のおっしゃっているような世界になっ

ているのかもしれませんね。 

今日はこうして，生涯学習市民フォーラムの中で，最先端の脳科学，神経

科学の研究をされている川人先生に分かりやすくお話いただき，我々も，未

来に希望を持って頑張っていきたいという思いを持ちました。川人先生も，

ますますのご活躍をお祈りしたいと思います。 

ところで，世界でやっている脳科学の研究は，例

えばアメリカなどは，ものすごく予算も人もかけて

いると聞きますが，アメリカは８倍とのことでした

でしょうか。 

 

（川人所長） 

アメリカの脳科学の予算は，日本の５０倍あるの

です。日本のＧＤＰや人口がアメリカの２％という

ことはないですよね。それほど多いのは，いろんな

要因があると思うのですけれども，アメリカでは大

金持ちが積極的に寄付をするということがありま

すので，民間の資金がすごくいっぱい入っているということがあります。ま

た，アメリカでは，脳科学に対する研究費は，がんを超えているのです。 

結局，日本では，我々，脳科学者，神経科学者の十分な努力ができていな

くて，皆さんにとって，いかに脳科学が大切か，ということを十分に説得で

きていないのだと思います。あるいは，先ほど申し上げたように，まだ，脳

科学によって治る具体的な病気がごく少ないということがあって，こういう

ことになっているのだと思うのです。けれども，これからの１０年

で変えていかなければならないと思っています。 

 

（門川市長） 

予算がない中で，孤軍奮闘して頑張っていただいているのだと思

います。ありがとうございます。 

 

（松本会長） 

それでは時間がまいりましたので，これで終わりたいと思います。 

豊かな生活，豊かな心，それと，優れた科学は，握手をしていただくこと

で，より良い社会，より良い京都になるように望みたいと思います。 

どうもありがとうございました。（会場拍手） 

主要国政府における科学技術関係予算

の推移（次図） 

我が国の政府の科学技術予算は，アメリカ

及び中国と比べて低い状況にある。近年の伸

び率で見ると，中国や韓国が大きな伸びを示

している一方で，我が国はほぼ横ばいで推移

しており、主要国と比べて伸び率は低い。 
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